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修士論文要旨
【問題と目的】
　文科省の「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関
する調査」（2011）によると，不登校の児童生徒は80年代に
入ると徐々に増加して2001年には約13万９千人となりピー
クに達した。それ以来，不登校の児童生徒数は今日まで12万
人前後で推移している。不登校が顕在化してくると，次のよ
うな指摘がなされた。「学校不適応対策調査研究協力者会議」
（1992）は，不登校の捉え方を「本人の性格が主な原因」から
「学校生活に原因がある」と転換した。横湯（1992）は，不
登校の理由を「友だち関係の問題」についで「学校独特の雰
囲気に耐えられないこと」が多いことを指摘した。中央教育
審議会一次答申（1996）は，学校の教師に対して「児童生徒に
共感的な姿勢」を求めた。これらの指摘は児童生徒の不登校
を解決する方策の一つとして学校に変化を求めてきた。
　これまで教師の指導行動や指導姿勢と児童生徒の関係性
については「教師の勢力資源と児童のスクールモラール」
として研究がなされてきた。田崎（1984）は教師が児童に
対して「親近感」をもち「受容的」で「明るく」接し，「罰」
的な指導行動を押さえる場合にモラールが高くなることを
指摘した。河村･田上（1997）は教師が児童に対して「罰」
のような管理的な指導や態度を減らして，「親近感や受容
感」と「明るい雰囲気」を与えて「熟練度」の高い教育実
践をした場合にモラールが高くなることを指摘した。
　以上，教師の勢力資源が児童のスクールモラールを向上
させることが分かっているが、初期の研究から30年が経過し
ている。そこで本研究では，現代の児童生徒を対象に教師の
勢力資源と児童のスクールモラールを，先行研究と比較しな
がら検討する。また調査対象を中学生まで広げて発達段階の
差や男女の差についても検討して先行研究の課題を明らか
にし児童生徒と教師の支援に向けることを目的とする。
【方　法】
１．対象者　首都圏の小学４．５．６年生，中学１．２．３年
生，各学年１クラス抽出，計297名（男子166，女子131）。
２．調査時期・手続き　2012年10月，調査の承諾を得た学
校で，帰りの会や学活で調査を行った。
３．調査内容
（1）教師の勢力資源尺度　田崎（1979，1984）に基づく教師
の勢力資源尺度を使用。「親近・受容」「外見性」「正当性」
「明朗性」「罰」「熟練性」の計30項目から構成，５件法で回答。
（2）児童生徒のスクールモラール尺度　田崎（1984）に基
づく児童生徒のスクールモラール尺度を使用。「学習動機」
「学習環境評価」「集団会合」「チームワーク」「テスト適応」
「目標達成努力」の計26項目から構成，５件法で回答。
【結果と考察】
　教師の勢力資源に関し記述統計を行った結果，児童生徒
が認知する教師の勢力資源の平均値の高い順に「正当性」＞
「親近・受容」＞「熟練性」＞「明朗性」＞「罰」＞「外見
性」を得た。先行研究から30年を経ても，本研究の児童生
徒が教師に対して「明るい雰囲気の下，受容的な態度で丁
寧に接すること」や「経験に基づく指導の上手さなどの熟
練性を求めていること」も検証できた。
　教師の勢力資源に関して分散分析を行った結果，「親近・
受容」「明朗性」「罰」「正当性」などの勢力資源で発達段階
の有意差が認められた。先行研究では発達段階の差は見ら
れなかったが，本研究では学年が上がるに従い「明朗性」
に対する認知度が低くなり発達段階の差が見られた。男女
の差は先行研究と同様に見られなかった。
　教師の勢力資源とスクールモラールに関して相関分析を
行った結果，教師の勢力資源とスクールモラール間では
「罰」を除いて正の有意な相関を示した。先行研究ではス
クールモラールは教師の勢力資源の「親近・受容」と「明
朗性」などに限定して高まるとしていたが，本研究の児童
生徒からは「親近・受容」「明朗性」の他に「正当性」や
「熟練性」「外見性」などもスクールモラールを高めること
を実証的に検証できた。これは調査対象の児童生徒が30年
前の児童と比べて教師との距離が近く，教師の多様な勢力
資源を認知し易い学習環境にある結果と考察する。
　以上，本研究では30年前の研究と比較して現代の児童生徒
も概ねその結果を支持していることが検証できた。今後は，
例えば，本研究でも支持された「正当性」の質的な問題や期待
する教師像へ向けた具体的な研修内容の検討が求められる。
そのために，難しい児童生徒とその指導に苦悩する教師の関
係性をとらえて，教師に不足する能力の査定やカルテの記入，
具体的な研修の計画・実施などに取り組む。さらに，実践を
重視した教育臨床と教職臨床との研修体制の確立や尺度な
どの充実を図り，臨床的な取り組みを定着させていく。
教師の勢力資源に対する児童生徒の認知がスクールモラールに与える影響
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